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３月議会で決まったこと　
３月議会では、平成30年度一般会計予算など48件の議案と請願４件、陳情１件を審議し、３件の報告を受けまし

た。一般会計予算に関しては、予算計上が見送られた複数の継続事業について、当初予算への予算計上を求め

る動議が可決され、その後、市長より動議の内容を含む一般会計補正予算（第１号）が提案されたことを受け、補正

予算を含む46議案を可決、２つの条例案を否決しました。

※予算の組み替え動議とは、提案された予算案を編成し直すことについて、委員会の意思決定を求めて行
われる議員からの提議のことをいいます。

議　案　（議案番号順に掲載） 結 果
平成30年度延岡市一般会計予算　他６件 可　決
エンジン01のべおか振興基金条例を廃止する条例の制定 可　決
延岡市個人番号の利用等に関する条例の一部改正 可　決
延岡市一般職職員給与条例等の一部改正 可　決
延岡市火災予防条例の一部改正 可　決
延岡市都市公園条例の一部改正 可　決
延岡市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改正 可　決
延岡市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正 可　決
延岡市手数料条例の一部改正 可　決
延岡市山村定住住宅条例の一部改正 可　決
延岡市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一部改正　※次頁に審査内容を掲載 否  決
延岡市国民健康保険税条例の一部改正 可　決
延岡市国民健康保険条例の一部改正 可　決
延岡市後期高齢者医療に関する条例の一部改正 可　決
延岡市特別職職員給与条例の一部改正 可　決
延岡市駅前複合施設条例の一部改正　※次頁に審査内容を掲載 否  決
延岡市介護保険条例の一部改正 可　決
延岡市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の制定 可　決
延岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可　決
延岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

可　決

延岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

可　決

延岡市学校給食共同調理場条例の一部改正 可　決
延岡市北方運動公園条例等の一部改正 可　決
財産の取得（延岡市土地開発公社からのクレアパーク延岡工業団地第２工区用地の取得） 可　決
財産の処分（株式会社中園工業所へのクレアパーク延岡工業団地第２工区用地の売却） 可　決
財産の処分（株式会社三井へのクレアパーク延岡工業団地第２工区用地の売却） 可　決
平成29年度延岡市一般会計補正予算（一次分）　他５件 可　決
延岡市職員退職手当支給条例等の一部改正 可　決
平成29年度延岡市一般会計補正予算（二次分） 可　決
平成30年度延岡市一般会計補正予算（第１号） 可　決
副市長の選任（山本一丸氏） 同　意
人権擁護委員候補者の推薦　６件
（大島紀世子氏、田中寛子氏、鳥原陽子氏、矢野廣文氏、堀野信子氏、小野久子氏）

同　意

報　告　案　件
専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）　他１件

請 願 ・ 陳 情 結 果
東九州バスク化構想の推進に関する請願 採　択
延岡市駅前複合施設「エンクロス」の早期開館を求める請願 採　択
延岡市駅前複合施設「エンクロス」の開館時期に関する請願 採　択
「（仮称）子どもの城」の建設に関する請願 採　択
「若い人も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設するための意見書提出に関する陳情 不採択
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３月定例議会のおもな議案の委員会審査内容を報告します!!

議　案
延岡市水道事業給水条例の一部を改正する
条例の一部改正

（都市建設委員会）

延岡市駅前複合施設条例の一部改正

（経済環境委員会）

概　要

平成29年12月定例会で可決した水道料

金の改定を目的とする本条例改正について、

水道事業のさらなる経営の見直しと、さらに

国の支援制度の活用について改めて検討

する期間を確保するため、施行期日を平成

31年12月19日までの間において規則で定め

る日まで延期しようとするもの。

平成30年４月１日に開館することとなって

いる延岡市駅前複合施設（エンクロス）につ

いて、開館前に、維持管理費用と開館の効

果の検証等を行うため、平成30年６月30日ま

での間において、規則で定める日まで条例

の施行を延期しようとするもの。

主な
質疑・応答

問．今後法改正等により補助制度を活用でき
る見込みはあるのか？

問．延岡市駅前複合施設エンクロス開館によ
る経済効果は、どのくらいになると試算
しているのか？

答．補助制度については、採択要件の緩和

等の制度見直し等により活用が見込め

る可能性はあるが、一方で該当する事業

の補助率、用途、年数が限られる場合は、

長期的な計画の中では継続的で安定し

た収入としての見通しが立てづらい面も

あると考える。

答．駅まちエリアへのマンション、アパート建

設及び11店舗の新規出店に伴い、既に

約15億7,800万円の投資が行われてい

る。また、駅前街区の再開発に伴い、約

22億7,000万円の投資が見込まれるほか、

商店街における新たな消費額として毎

年約６億円を見込んでいる。さらに毎年

約2,450万円の固定資産税の増収が見

込まれるところである。

委員会
審査結果

この他にも質疑応答が行われた後、議員

間討議が行われ、「新市長の方針については、

市民の負担軽減という点において尊重すべ

きものではないのか」との一部意見があった

ものの、平成29年10月の延岡市水道事業経

営懇話会からの報告においても、早急な水

道料金体系の見直し等の適正化の必要性が

指摘されており、「今後の経営見直しについ

ては、これ以上の業務委託などの活用が難し

く、結果として将来の市民負担の増加が懸念

される。したがって、喫緊の課題である老朽

化した施設の更新と、継続した施設更新のた

めに必要な安定した財源の確保のためには、

料金引き上げを予定通り行うべきである」との

意見が大勢を占め、採決の結果、賛成少数
により、否決すべきものと決定した。

この他にも質疑応答が行われた後、議員

間討議が行われ、「施設の開館時期」や「公

共施設での営業活動」などに関して種々の

議論が交わされた。予算審査特別委員会に

おいて４月１日から開館するために必要な経

費を計上する組み替え動議が可決されたほ

か、施設が完成し、早期開館を望む声が多

くあることから、委員会としては当初の予定ど

おり開館すべきであるとの意見が大勢を占め、

採決の結果、賛成少数により、否決すべき
ものと決定した。

本会議
審議結果 両議案とも、賛成少数により否決した。



〇当初予算（一般会計補正予算２億4,565万円を含む額）
会 計 別 平成30年度 平成29年度
一般会計 544億9,765万円 571億5,600万円

特別
会計

国民健康保険 139億4,526万円 176億4,050万３千円
食肉センター 10万円 10万円
介護保険 136億6,178万４千円 135億4,118万９千円
後期高齢者医療 16億3,644万５千円 16億9,967万８千円

企業
会計

水道事業 39億5,801万８千円 37億5,599万６千円
下水道事業 69億4,600万３千円 70億1,047万円

〇一般会計補正予算　２億4,565万円
事　業　名 補　正　額

延岡駅周辺施設管理運営事業 １億3,500万２千円
「（仮称）子どもの城」整備事業 9,704万８千円
東九州バスク化構想推進事業 1,360万円
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予算審査特別委員会における一般会計当初予算の組み替え動議提出の経緯

延岡市駅前複合施設「エンクロス」に関する予算

施設の管理運営経費の金額について、「本来事前に市民に示した上で着工の是非を判断すべきものであり、管理経費約

１億3,500万円に対する検証をした上でないと予算計上はできない」との市長の判断により、当初予算への予算計上が見送ら

れたものであったが、議会としては、①既に４月１日オープンに向けて指定管理者や関係団体により準備が進められているこ

と②10年近く前から市民や関係団体による協議が続けられたものであり、駅周辺整備の最終局面にあること③４月１日のオー

プンに向け既に採用されている市民や、これから採用予定の市民が存在すること④指定管理者であるカルチュア・コンビニエ

ンス・クラブから市長に２度に渡って送付された開館延期に伴う影響等を問う質問状に対し、未回答であること⑤経済効果の

試算として、駅まちエリアにおける新たな年間消費額が約６億円、これまでのマンションやアパート建設などの投資が約15億

円以上、それに伴う固定資産税収入が毎年約1,200万円、同エリアへの新規出店投資が約2,000万円、今後見込まれる駅周

辺の再開発に伴う建築物整備による固定資産税収入が毎年約1,250万円、指定管理者から徴収する施設使用料が年額約

250万円と、現時点で十分な経済効果が期待されることなどや、オープンを延期した場合の影響の大きさから４月１日に開館

するために必要な経費を計上するよう、予算の組み替えを求めたものである。

≪管理運営経費の内訳について≫
◎指定管理者に支払う指定管理料9,994万円余
（人件費7,241万円余（23人分）、イベント関係経費197万円、施設管理費630万円余、一般管理費1,185万円余、
消費税相当額740万円余）
◎市が各事業者に直接支払う経費として光熱水費など　約3,500万円余

※指定管理料に含まれる経費は人件費など施設の管理運営に直接要する経費であり、指定管理費で民業◆
（カフェその他の収益事業）の経費は負担しない。

（仮称）子どもの城整備に関する予算

「現在の基本構想に、小中学生や若者も楽しく過ごせる「遊び場」としての機能や、外貨を稼ぐための機能を拡充し整備す

るため、一度精査し、今後の在り方を再度検討する必要がある」との市長の判断により、整備に関する予算の当初予算への予

算計上が見送られたものであったが、議会としては、①（仮称）子どもの城は、本来、延岡市の子育て支援の中心的な役割を

果たしてきた「子育て支援センターおやこの森」を基礎に、子育てに悩む家庭や母親への支援の拡大、子どもの貧困対策、

少子化対策に資することを目的とした施設であること②既に機能や規模ともに限界にきている「おやこの森」の施設の拡充が

差し迫った喫緊の課題であり一日も早い完成が待たれていること③施設整備については、子育て支援関係者だけでなく、各

種教育機関や関係団体、行政などで構成される「子ども・子育て会議」にて承認され、第６次延岡市長期総合計画として議会

でも議決されたものであることなどから、当初の予定通り平成31年度中に完成させるために、基本設計及び実施設計に係る業

務委託料、現整備予定地の土地購入費及び整備費を計上するよう、予算の組み替えを求めたものである。



エンクロスの外観
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市政を問う !
代
表
質
問（
関
連
質
問
を
含
む
）

３
月
６
日

３
月
８
日

３
月
７
日

個
人
質
問

友愛クラブ
代表質問　�甲斐行雄 �議員
関連質問　�吉本　靖 �議員
●駅前複合施設「エンクロス」
●東九州バスク化構想
●（仮称）子どもの城
○アスリートタウン再構築 他

小野　挙 �議員（自民党きずなの会）
●延岡合衆国づくり
●年度末予算の使い切り廃止
○内藤記念館再整備予算 他

小野正二 �議員（公明党市議団）
●葛葉大橋下流の倒木処理
●佐野川上流の農道橋
●交通安全対策 他

下田英樹 �議員（友愛クラブ）
●子どもの貧困
●事業系廃棄物
〇防災・減災対策 他

北林幹雄 �議員（自民党きずなの会）
●（仮称）子どもの城
●子ども医療費助成
●北川町曽立地区内水対策 他

中城あかね �議員（自民党きずなの会）
●農山漁村版ハローワーク
●第一次産業の10％所得アップ
●健康マイレージ事業 他

稲田雅之 �議員（自民党きずなの会）
●水道料金値上げ凍結⑴
●水道料金値上げ凍結⑵
○これまでの重要施策の継続 他

自民党きずなの会
代表質問　�松田満男 �議員

●市長の政治姿勢
●駅前複合施設「エンクロス」
●内藤記念館
●東九州バスク化構想
〇水道料金改定の凍結 他

社民党市議団
代表質問　�松本哲也 �議員
関連質問　�長友幸子 �議員
●市長選挙
●人権の尊重
●子どもの貧困
●アスリートタウン再構築
●延岡合衆国 他

のべおか市民派クラブ
代表質問　�上杉泰洋 �議員

●一ケ岡Ａ団地の建設予定
●土砂災害地域の再度の検証
●総合相談センター
●バス交通ネットワーク整備 他

公明党市議団
代表質問　�西原茂樹 �議員

●（仮称）子どもの城の見直し
●発明活動の推進とサポート
●図書館の図書購入予算
●市長任期の考え方
○事業系廃棄物処理の在り方 他

議員13名が
一般質問

※質問の一部を掲載します。
※○は未掲載

３
月
６
日 

質
問

駅
前
複
合
施
設「
エ
ン
ク
ロ
ス
」

【
問
】エ
ン
ク
ロ
ス
の
開
業
延
期
の

影
響
で
、す
で
に
雇
用
が
決
ま
っ

て
い
る
45
人
の
今
後
の
処
遇
に
つ

い
て
は
。

【
答
】人
件
費
等
の
契
約
に
関
係
す

る
問
題
は
Ｃ
・Ｃ
・Ｃ
の
社
長
に
話
を

し
た
。
議
会
で
予
算
が
成
立
し
、
開

館
す
る
段
階
で
契
約
が
成
立
す
る

も
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
内
定
の
段

階
と
の
認
識
を
伝
え
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
を
説
明
し
て
お
り
、
一
定
の

理
解
を
得
て
い
る
も
の
と
思
う
。

東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

【
問
】構
想
に
基
づ
く
様
々
な
事
業

展
開
に
よ
り
、料
理
人
と
生
産
者

が
互
い
の
顔
の
見
え
る
関
係
に
な

り
つ
つ
あ
り
、延
岡
創
生
の
推
進

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。こ

う
し
た
中
、よ
り
効
果
的
な
展
開

を
図
る
た
め
の
、具
体
的
見
直
し

内
容
は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
バ
ス
ク

化
構
想
の
取
り
組
み
に
は
第
一
次

産
業
の
振
興
の
面
に
お
い
て
、
効
果

が
見
え
に
く
い
と
の
意
見
を
聞
い
て

お
り
、
必
要
な
見
直
し
を
行
い
た
い
。

（
仮
称
）子
ど
も
の
城

【
問
】市
長
の
言
う
県
外
か
ら
家
族

連
れ
で
来
る
よ
う
な
施
設
は
、新

規
事
業
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。子
育
て
支
援
施
設
の
拡
充

は
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
り
、速

や
か
に
建
設
す
べ
き
で
は
。

【
答
】
現
在
の
構
想
で
は
未
就
学
児

と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
施
設

内
容
が
一
つ
の
柱
で
あ
る
。
市
民
に

期
待
さ
れ
る
施
設
を
整
備
す
る
に

は
小
学
生
や
そ
の
家
族
を
は
じ
め
、

多
く
の
市
民
に
喜
ば
れ
る
施
設
と
し

て
必
要
な
要
素
を
、
現
時
点
で
可
能

な
限
り
盛
り
込
み
た
い
。

一
ケ
岡
Ａ
団
地
の
建
設
予
定

【
問
】一
ケ
岡
Ａ
団
地
は
、昭
和
町・

川
原
崎
町
の
団
地
の
よ
う
に
津
波

避
難
場
所
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

一
ケ
岡
Ａ
団
地
の
建
設
予
定
は
。

【
答
】
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
高

さ
が
15
ｍ
の
５
階
建
て
に
な
っ
て
お
り
、

概
ね
１
，
２
０
０
名
の
住
民
が
避
難

可
能
な
施
設
と
し
て
、
31
年
度
中

に
完
成
予
定
で
あ
る
。

土
砂
災
害
地
域
の
再
度
の
検
証

【
問
】九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
朝
倉
市
等
の
現
地
を
見
れ
ば
、

丘
陵
帯
の
よ
う
な
低
地
で
も
土
砂

災
害
が
起
き
て
い
る
。土
砂
災
害

指
定
地
域
の
再
度
の
検
証
は
。

【
答
】
近
年
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
の
指
定
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
。

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

【
問
】ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
何
で
も
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

【
答
】市
民
、
特
に
高
齢
者
の
方
が
困

り
ご
と
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
と
い
っ
た
場
合
、
市
民
に
最
も

身
近
な
市
役
所
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

受
け
止
め
る
、
い
わ
ゆ
る
３
６
５
日

駆
け
込
み
寺
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

バ
ス
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

【
問
】本
市
に
は
、買
い
物
や
医
療
機

関
へ
の
交
通
に
不
便
を
抱
え
て
い

る
地
域
も
多
く
、早
期
の
交
通
手
段

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。バ
ス
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
巡

回
車
が
バ
ス
停
ま
で
の
送
迎
を
行
い
、

バ
ス
停
か
ら
は
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

バ
ス
、
ま
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
考
え

て
い
る
。

注
１
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（
仮
称
）子
ど
も
の
城
の
見
直
し

【
問
】さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
と
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
り
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、当
初
の
構
想

通
り
、31
年
度
完
成
に
向
け
て
整

備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

【
答
】
市
民
か
ら
、
小
中
学
生
や
若

者
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
健
全
な
遊

び
場
が
必
要
だ
と
の
声
を
聞
い
て
お

り
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
現
在
の
構

想
に
必
要
な
要
素
を
付
け
加
え
た

い
。

発
明
活
動
の
推
進
と
サ
ポ
ー
ト

【
問
】知
的
財
産
権
を
活
用
し
、延

岡
を
良
く
す
る
た
め
、発
明
に
関

心
を
抱
か
せ
る
Ｐ
Ｒ
を
す
る
取
り

組
み
や
特
許
の
申
請
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
は
で
き
な
い

か
。

【
答
】市
民
に
も
幅
広
く
関
心
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
る
。

図
書
館
の
図
書
購
入
予
算

【
問
】市
民
一
人
当
た
り
の
購
入

費
は
98
円
と
県
内
９
市
の
中
で
、

実
質
最
下
位
で
あ
る
。都
城
市
が

１
４
５
円
、日
向
市
が
１
８
０
円
、

最
も
高
い
串
間
市
が
２
８
６
円
と

な
っ
て
い
る
。市
民
教
育
の
向
上

を
図
る
た
め
に
も
増
額
を
図
る
べ

き
で
は
。

【
答
】
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
全

体
の
予
算
の
財
源
な
ど
を
見
な
が

ら
、
何
と
か
増
や
す
方
向
で
対
応

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

市
長
任
期
の
考
え
方

【
問
】市
長
の
任
期
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

【
答
】
市
長
の
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

公
約
を
し
っ
か
り
実
現
す
る
こ
と
で

あ
り
、
自
身
の
任
期
を
予
め
決
め
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

３
月
７
日 

質
問

市
長
の
政
治
姿
勢

【
問
】前
市
長
と
の
引
き
継
ぎ
は
。

【
答
】
引
き
継
ぎ
が
予
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
事
務
引
継

書
と
い
う
形
で
、
書
面
に
て
前
市
長

か
ら
受
け
て
い
る
。
具
体
的
な
事
務

や
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
経
緯
等
に

つ
い
て
は
職
員
か
ら
様
々
な
説
明
を

受
け
て
お
り
、
市
政
の
業
務
に
支
障

が
で
る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

駅
前
複
合
施
設「
エ
ン
ク
ロ
ス
」

【
問
】電
車
や
バ
ス
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
に
関
す
る
予
算
は
、今
回
計
上

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、計

上
さ
れ
て
い
な
い
。ど
の
く
ら
い

の
額
を
い
つ
議
会
に
提
案
す
る
の

か
。

【
答
】４
～
６
月
ま
で
の
３
か
月
で
約

８
５
０
万
円
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
今
回
提
案
し
て
い

る
30
年
度
当
初
予
算
の
範
囲
の
中

で
対
応
し
た
い
。

内
藤
記
念
館

【
問
】今
回
の
予
算
計
上
見
送
り
で

開
館
時
期
に
遅
れ
は
。

【
答
】
33
年
の
春
に
完
工
を
予
定
し

て
い
た
が
、
地
元
木
材
の
使
用
な
ど

見
直
し
を
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
、

関
係
機
関
と
の
協
議
や
設
計
変
更

に
要
す
る
期
間
に
加
え
て
、
文
化

財
を
保
護
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
発
生
す
る
ア
ル
カ
リ
ガ
ス
等

の
濃
度
を
下
げ
る
期
間
が
二ふ

た

夏な
つ

経

過
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
最

低
で
も
１
年
の
遅
れ
は
生
じ
る
と
考

え
て
い
る
。

東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

【
問
】地
方
創
生
交
付
金
と
し
て
受

け
る
予
定
の
金
額
は
。

【
答
】
国
の
支
援
額
は
、
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
が
４
，
２
３
０
万
円
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
が
約

８
，
３
０
０
万
円
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
が
29
年
度
～
33
年
度
の
５

か
年
の
計
画
に
お
け
る
見
込
み
額

と
し
て
、
約
１
億
６
，
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

市
長
選
挙

【
問
】投
票
率
な
ど
を
踏
ま
え
、選

挙
戦
を
振
り
返
り
、現
在
の
率
直

な
感
想
は
。

【
答
】
投
票
率
が
過
半
数
に
達
し
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
対

話
に
よ
り
、
市
民
が
主
役
の
延
岡
に

し
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

延
岡
人
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

延
岡
づ
く
り
に
向
け
、
全
身
全
霊

で
市
政
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

人
権
の
尊
重

【
問
】人
権
の
尊
重
に
対
す
る
基
本

的
な
姿
勢
は
。

【
答
】人
権
の
尊
重
は
、
極
め
て
重
要

な
視
点
と
考
え
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
の
解
決
と
全
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困

【
問
】子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る
所

見
は
。

【
答
】
国
の
経
済
環
境
に
お
け
る

様
々
な
要
素
が
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
貧
困
の
実
態
を
し
っ
か

り
認
識
し
、
様
々
な
支
援
を
検
討

し
、
子
ど
も
達
の
豊
か
な
未
来
の
実

現
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
む
。

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
再
構
築

【
問
】草
の
根
ア
ス
リ
ー
ト
に
光
を

当
て
る
方
針
は
。

【
答
】「ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
」
は
再
構
築
の
時
期
。
今
後
、

更
な
る
ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
の
振
興

等
に
幅
広
く
展
開
す
る
た
め
、
施

設
の
整
備
・改
修
等
を
検
討
し
、
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

延
岡
合
衆
国

【
問
】ど
の
よ
う
な
構
想
か
。

【
答
】
合
併
３
町
の
総
合
支
所
に
一

定
の
予
算
と
権
限
を
持
た
せ
、
よ
り

一
層
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
振
興

施
策
の
展
開
と
要
望
への
迅
速
な
対

応
を
可
能
に
し
、
課
題
解
決
を
図

る
発
想
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

注
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３
月
８
日 

質
問

延
岡
合
衆
国
づ
く
り

【
問
】市
長
は
、公
約
に
お
い
て
延

岡
合
衆
国
づ
く
り
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
中
で
各
総
合
支
所
が
独
自
の

財
源
と
権
限
を
持
つ
と
し
て
い
る

が
、具
体
的
な
考
え
は
。

【
答
】３
北
地
域
の
振
興
に
は
、
国
の

過
疎
対
策
制
度
が
使
え
る
の
で
、
そ

れ
を
フ
ル
に
活
用
す
る
と
と
も
に
予

算
編
成
、
執
行
等
に
各
総
合
支
所

で
判
断
で
き
る
部
分
を
大
き
く
拡

げ
た
い
。

年
度
末
予
算
の
使
い
切
り
廃
止

【
問
】市
長
公
約
の
中
で「
予
算
の

使
い
切
り
廃
止
」と
あ
る
が
、使

い
切
り
の
行
わ
れ
て
い
る
具
体
的

な
事
業
は
。

【
答
】
具
体
的
な
事
例
を
把
握
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、

予
算
編
成
時
の
み
な
ら
ず
、
予
算

執
行
の
面
に
お
い
て
も
、
よ
り
一
層

の
経
費
節
減
を
図
る
。

葛
葉
大
橋
下
流
の
倒
木
処
理

【
問
】小
川
左
岸
が
浸
食
さ
れ
、複

数
の
立
木
が
倒
れ
、増
水
時
に
流

木
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。潜
水

橋
等
の
被
害
防
止
の
た
め
、倒
木

処
理
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】
山
林
が
浸
食
さ
れ
、
木
が
倒

れ
た
状
況
で
あ
り
、
尾
平
潜
水
橋

に
は
、
流
木
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
。

潜
水
橋
の
流
木
に
つ
い
て
は
、
市
の

管
理
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
早
急

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
倒
木
処
理

は
県
が
出
水
期
ま
で
に
実
施
す
る
。

佐
野
川
上
流
の
農
道
橋

【
問
】現
状
と
架
け
替
え
計
画
は
。

【
答
】
大
き
な
変
状
は
な
い
。
30
年

度
に
詳
細
設
計
と
地
元
説
明
及
び

用
地
買
収
を
行
い
、
31
年
度
か
ら

32
年
度
に
か
け
工
事
を
実
施
し
た

い
。交

通
安
全
対
策

【
問
】富
美
山
交
差
点
の
安
全
対
策

と
し
て
、右
折
信
号
の
設
置
が
で

き
な
い
か
。

【
答
】
現
場
検
討
会
を
開
催
し
、
設

置
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困

【
問
】宮
崎
県
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
19・５
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
６

番
目
、５
人
に
１
人
は
貧
困
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
。子
ど
も
の
貧

困
対
策
は
。

【
答
】公
的
機
関
の
支
援
制
度
や
児

童
福
祉
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
、
子
ど
も

食
堂
な
ど
の
資
源
を
洗
い
出
し
て

ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
様
々
な
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

事
業
系
廃
棄
物

【
問
】事
業
系
廃
棄
物
に
関
す
る
取

り
扱
い
が
厳
密
に
な
り
、事
業
者

は
ご
み
処
理
に
必
要
な
金
額
が
上

が
る
事
と
な
っ
た
。一
般
ご
み
と

し
て
出
せ
る
例
外
措
置
は
。

【
答
】事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
例
外

措
置
と
し
て
、
住
居
と
事
業
所
が

一
体
と
な
っ
て
い
る
店
舗
兼
住
宅
等

で
は
、
ご
み
袋
１
袋
ま
で
は
家
庭
ご

み
と
一
緒
に
出
せ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

（
仮
称
）子
ど
も
の
城

【
問
】現
計
画
の
速
や
か
な
実
行
以

外
選
択
肢
は
な
い
と
思
う
が
。

【
答
】現
在
の
計
画
を
根
本
か
ら
変

更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
時
点
で

必
要
な
要
素
は
可
能
な
限
り
盛
り

込
み
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

【
問
】中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
た

場
合
、仮
に
無
償
化
で
あ
れ
ば
ど

の
程
度
の
財
源
が
必
要
か
。

【
答
】28
年
度
実
績
か
ら
推
計
す
る

と
、
助
成
額
は
５
億
２
，
０
０
０
万

円
程
度
と
見
込
ま
れ
、
現
在
よ
り

２
億
９
，
０
０
０
万
円
ほ
ど
増
え
る

と
試
算
さ
れ
る
。

北
川
町
曽
立
地
区
内
水
対
策

【
問
】北
川
の
堤
防
と
同
じ
高
さ
ま

で
谷
川
の
堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
案

を
軸
に
国・県・市
で
調
整
を
行
う

と
す
る
前
市
長
の
考
え
を
引
継
ぐ

の
か
。

【
答
】
今
後
、
整
備
効
果
や
概
算
費

用
、
地
区
に
与
え
る
影
響
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
す
る
。

農
山
漁
村
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
問
】攻
め
の
第
一
次
産
業
で
マ
ン

パ
ワ
ー
確
保
と
あ
る
が
、農
山
漁

村
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
は
。

【
答
】
期
間
限
定
的
に
他
の
業
種
で

働
く
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

や
労
働
力
等
の
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
取
り
組
み
。

第
一
次
産
業
の
10
％
所
得
ア
ッ
プ

【
問
】具
体
的
な
政
策
は
。

【
答
】Ｊ
Ａ
等
と
も
連
携
し
、
生
産
数

量
の
増
加
や
品
質
の
向
上
に
加
え
、

高
付
加
価
値
化
に
よ
る
生
産
額
の

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
併
せ
て
、

機
械
の
共
同
利
用
や
作
業
効
率
の

向
上
な
ど
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
取
り

組
み
を
支
援
す
る
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

【
問
】ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

【
答
】「13
万
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ッ
ト

健
康
長
寿
ポ
イ
ン
ト
」
事
業
を
さ
ら

に
強
化
し
、
特
典
や
メ
リ
ッ
ト
を
充

実
さ
せ
る
。

水
道
料
金
値
上
げ
凍
結 

⑴

【
問
】水
道
施
設
耐
震
化
の
先
延
ば

し
で
は
。

【
答
】法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
更
新
が
出
来
て
い

な
い
水
道
施
設
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
老
朽
化
し
た
施
設
が
増
加
す

れ
ば
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
先

送
り
す
る
こ
と
な
く
早
急
に
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。

水
道
料
金
値
上
げ
凍
結 

⑵

【
問
】凍
結
を
最
大
期
間
実
施
し
た

場
合
、料
金
収
入
に
よ
る
財
源
が

い
く
ら
失
わ
れ
、そ
れ
に
よ
り
市

民
に
ど
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

【
答
】１
年
間
で
約
３
億
円
、
１
か
月

あ
た
り
約
２
，
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

こ
の
分
、
水
道
事
業
会
計
の
起
債

残
高
が
増
え
る
な
ど
課
題
が
生
じ

る
。
こ
れ
ら
の
状
況
と
市
民
負
担
の

抑
制
効
果
と
の
比
較
衡
量
で
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
。

注
３
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用
語
解
説

【
注
１
】

エ
ン
ク
ロ
ス

延
岡
市
駅
前
複
合
施
設

の
愛
称
で
、
公
募
に
よ
り
決

定
し
た
。
「
人
と
人
と
の
縁

が
交
差
す
る
場
所
」
が
名
前

の
由
来
。

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い

創
出
の
た
め
整
備
さ
れ
た

公
共
施
設
で
あ
り
、
公
共

部
門
と
し
て
、
待
合
い
ス
ペ
ー

ス
・
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
・キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
・
図
書
閲
覧
ス

ペ
ー
ス
・
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
民
業
部
門
と
し
て
、

蔦つ
た

や屋
書
店
・
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

コ
ー
ヒ
ー
が
あ
る
。

【
注
２
】

知
的
財
産
権

産
業
上
の
創
意
、
工
夫
、

あ
る
い
は
音
楽
、
小
説
な
ど

の
文
化
的
な
創
作
と
い
っ
た

人
間
の
様
々
な
知
的
創
造

活
動
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ

た
無
形
の
経
済
的
価
値
を

対
象
と
し
た
著
作
権
や
特

許
権
等
の
権
利
の
総
称
。

【
注
３
】

子
ど
も
の
貧
困
率

貧
困
率
と
は
、
世
帯
収
入

か
ら
国
民
一
人
ひ
と
り
の
所

得
を
試
算
し
て
順
番
に
並
べ

変
え
た
と
き
、
貧
困
線
（
中

央
に
あ
る
人
の
所
得
の
半
分
）

に
届
か
な
い
人
の
割
合
。
子

ど
も
の
貧
困
率
は
、
18
歳
未

満
で
こ
の
貧
困
線
を
下
回
る

人
の
割
合
を
指
す
。

気
温
の
変
動
の
激
し
い
冬

か
ら
春
と
な
り
、
延
岡
花
物

語
が
開
催
さ
れ
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
代
表
す
る
桜
も
開
花

が
例
年
よ
り
早
か
っ
た
よ
う

で
す
。

さ
て
、
新
市
長
の
就
任
と

共
に
、
今
ま
で
に
な
く
、
本

会
議
の
傍
聴
席
が
満
席
と

な
り
、
傍
聴
席
に
入
れ
な

か
っ
た
方
が
モ
ニ
タ
ー
室
で

視
聴
す
る
な
ど
、
議
会
は
、

市
民
の
方
々
の
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。

市
長
と
議
会
の
二
元
代

表
制
の
地
方
自
治
を
進
め
て

い
く
上
で
、
重
要
な
の
は
胸

襟
を
開
い
て
本
音
の
議
論
を

行
い
、
そ
し
て
決
め
た
こ
と

を
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

市
民
の
声
を
政
治
に
反

映
し
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

立
場
と
し
て
、
今
後
も
緊
張

感
を
持
っ
て
、
議
会
制
民
主

主
義
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

高
校
生
、大
学
生
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
!!

市
議
会
で
は
、
若
い
世
代
の
意
見
を
聞
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
参
考
と
す
る
こ
と
や
、
議
会
に
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
若
者
と
の
意
見

交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

29
年
度
は
１
月
に
延
岡
星
雲
高
校
の
生
徒
と
、
２

月
に
九
州
保
健
福
祉
大
学
の
学
生
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
「
延
岡
の
魅
力
」
「
若
者
の
市
外
流
出
」

「
賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
エ
ン
ク
ロ
ス
の
活
用
方
法
」
「
防

災
」
な
ど
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
な
ら
で

は
の
視
点
で
様
々
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
意
見
交

換
会
で
の
若
者
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

今後もアンケートの意見等を参考にしながら、より良いまちづくりに努めます。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見

延岡星雲高校

〇延岡の自然や食の魅力を改めて確認した。
〇エンクロスのオープンが楽しみ。
〇商店街の活性化や若者を呼び戻す方法などをテーマに意
見交換してみたい。
〇空き家、空き店舗を有効活用してほしい。
〇意見交換を通じて、これからの延岡の話が聞けて良かった。

九州保健福祉大学

〇延岡は市民活動が進んでおり、市民の意見がしっかり取り
入れられていると思う。
〇公共交通をテーマに意見交換を行いたい。
〇エンクロスの完成により若者が増えてくると思う。� �
イベント情報等を流すと、さらに利用者も増えると思う。
〇駅にレンタサイクルがあるとうれしい。
〇議員との話の中で発見がたくさんあった。
〇知らないことが多かったが、発見がたくさんあり、これか
らの延岡に興味が持てた。
〇延岡が防災対策に力を注いでいることは新たな発見だった。


